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さかもとけいいち：マーケティ
ング・コンサルタント。大阪大
学卒業後、旭化成を経て、独
立。渡米し、ニューヨークでコ
ンサルティング会社「Palmtree
Inc.」を設立、現在同社CEO。
著書「スローなビジネスに帰れ」
（小社）、「パーミション・マーケ
ティングの未来」（翔泳社）訳
書など多数。

www.palmtr.com
surf@palmtr.com
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インフォメーション・スローダウン

Me, too

5番街に行こうとして地下鉄に乗っていた。57st駅で

かなり長く停車しているので、またテロの疑いで調査し

ているのかな（最近よくある）と思っていた。週末の午

後、車内はすいている。と、ホームから駆け込んできた

おっさんが「この電車は急行だから具合が悪い。向か

いホームに着いたあちらの電車に乗ろうではないか」と

演説を始めた。私を含めた乗客は全員、「何だなんだ？」

という顔をしていた。おっさんの横に立っている女性が

「だってこの電車は各駅と書いてあるじゃないの」。おっ

さん「いや、違うんだ」。彼はそれだけ言うと向かいの

電車へ。つられて周囲にいた3人もこれに従った。車内

の空気が「ここにいてはいけない」に変わった。そこで、

皆、ぞろぞろと立ち上がり、ホームを横切って向かいの

電車に乗り込んだ。駅は1本のホームをはさんで上りと

下りになっている。私たちが乗っていたのは上りだ。冷

静になって考えてみると、車内にいる人は皆、上り方面

に向かっていたはずなのである。ところが、おっさんの

一言についていってしまった。結果どうなったか。全員、

逆方向に向かってしまったのだ。しかも、次の駅に着い

てはじめて、皆気づいた。たしかに9月11日のテロ以

来、地下鉄の路線とダイヤは混乱している。それにして

も、見知らぬ男の一言によって一車両全員が惑わされ

てしまったことに、深い恐れを感じた。Me, too、私も、

という集団感染。

街は星条旗であふれている。ブティック、デリ、タクシ

ー、バス、ビル外壁、果てはテレビのトークショーの背景

にまで。そして人々は胸に星条旗バッヂをつけている。

まるで全体主義国家だ。ニューヨークは先進国の中で

も「もっとも進んでいる」都市のはず。その行き着く先

が、たった1人の男の発言で逆方向の電車に乗り、全員

が制服のように星条旗を身にまとうことなのかと、空恐

ろしくなった。

そして、この恐怖の根源にあるものは「Me, too」思想

だ。流れるプールというのがある。そこに身を任せてい

れば、周囲の人も皆同じ方向に流れているから気が楽

だ。しかし、いつのまにか、思いもかけない場所に流さ

れてしまっているのかもしれない。「人種のるつぼ」とされ

るニューヨークでこのありさま。ひるがえって、もともと「君

はもう買った？」「他社さんはどうしているのかね」で意思

決定がなされがちな日本人はどうか。

情報ジャンキー（information junkies）

ニューヨーク大学のニール・ポストマンによれば、現代

人は「情報ジャンキー」だ。情報を手に入れるが、それ

を使って何かをすることもできないし、ほとんど覚えても

いない。私はそれに、「疑わない」を加えたい。報道さ

れる情報を無条件に受け入れてしまう姿勢は皆、持って

いるはず。ちょうど地下鉄でつい下りに乗り換えてしまっ

た私たちと同じ。「スローなビジネス」の「スロー」には「こ

れまで自分が知らずしらずのうちに信じきっていた常識

をすべて更新してしまう」意味をこめている。情報につ

いても「スロー」に向き合おう。鵜呑みにするのではなく、

自分自身のものさしで判断しよう。そして、報道されてい

る内容だけではなく、「されていない、捨てられた」内容

についても目配りをしたい。今回のテロ関連情報。ニュ

ーヨーク在住の日本人には、英語のニュースよりむしろ日

本語のウェブサイトで初めての情報をたくさん知ったとい

う人が多い。戦時国家であるアメリカでは報道規制が厳

しくなされているようだ。英語の読める日本人のほうが英

語しか読めない米国人より恵まれている。いや。日本語

の情報も、もちろん意図的に表に出されていないものが

あるだろう。天真爛漫に、情報ジャンキーを楽しめた平

和な時代はとうに過ぎた。生き延びるためにも、「スロー」

に、自分をまっさらにしてじっくり考え、判断し、進むべき

道を選ぼう。 ill
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